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部
時
間
冊
子
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個
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吋
宇
ィ

i
零
員
会
事
吋

福
祉
車
再
命
寄
贈
い
情
聴
搭
器
事
し
賠

平
成
幻
年
3
月

5
日
、
公
益

社
団
法
人
別
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ

リ
テ
ィ
委
員
会
よ
り
、
ス
ロ
ー

プ
付
き
福
祉
車
両
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
車
両
の
更
新
の

た
め
に
昨
年
助
成
申
請
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

福
祉
車
両
は
、
車
い
す
2
台

ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

l
l台

を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
車
両

と
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
車
定
員

は
6
名。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
車
両
の
機
能
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

在
宅
で
車
い
す
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
の
通
院
支
援
な
ど
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

寝
た
き
り
の
方
の
入
退
院
支
援

や
外
来
受
診
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

M
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球

を
救
う
」
に
協
賛
、
賛
同
さ
れ

た
方
々
の
善
意
の
寄
付
金
に
よ

り
福
祉
車
両
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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健診

電話

電器

電器

電器

勉

宅診

電診

建毎

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
予
算
概
要

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

長

瀬

弘

ま世

や
活
動
方
針

第 2号

日
本
全
国
多
く
の
地
域
、
が
人
口
の
減
少

と
高
齢
化
に
苦
悩
す
る
中
で
、
我
が
町

『
松
前
』
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
化
率
が
羽
%
を
超
え
、
産
業
振
興
が

停
滞
す
る
一
方
住
民
福
祉
の
向
上
を
白
擦

に
掲
げ
て
も
厳
し
い
現
実
の
前
に
な
か
な

か
効
果
を
上
げ
ら
れ
ず
に
き
ま
し
た
。

『
社
会
福
祉
協
議
会
』
は
、
社
会
福
制

法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
」
を
そ
の
活
動
の
伎
と
し
、

増
加
す
る
高
齢
者
や
階
、
が
い
者
そ
し
て
生

活
困
窮
者
な
ど
の
弱
者
の
方
々
に
対
応
す

る
た
め
に
町
行
政
と
と
も
に
地
域
の
福
祉

活
動
を
強
力
に
挽
進
し
て
い
く
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
ロ

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
現
実
は
町
か
ら

の
補
助
金
に
多
く
を
依
存
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
苦
心
し
て
い
る
姿
で
し
た
。
今

後
は
、
現
状
か
ら
の
脱
皮
と
出
来
る
か
ぎ

り
持
続
可
能
な
体
制
ゃ
つ
く
り
を
め
ざ
す
こ

と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
地
域
の
社
会
資
源
と
し

社協通信

て
重
要
な
役
都
を
担
っ
て
き
た
各
種
団
体

の
衰
退
化
の
傾
向
は
、
地
域
の
『
た
す
け

あ
い
・
支
え
合
い
』
の
力
を
奪
い
か
ね
な

い
も
の
と
危
倶
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
今
後
よ
り
一
謄
町
内
会
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
住
民

間
土
が
支
え
合
え
る
地
域
守
つ
く
り
を
強
力

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
在
宅
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
当
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
は
、

本
年
4
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に

よ
り
、
運
営
的
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況

が
迫
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
松
前
町
の
在
宅
介
護
の
拠
点
と

し
て
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
を
め
ざ
し
て
、
住
民
の
方
々
の
一
層

の
利
用
拡
大
と
日
常
生
活
の
支
援
に
努
め

ま
す
。ま
た
、
昨
年
凶
月
か
ら
委
託
を
受
け
て

ス
タ
ー
ト
し
た
「
日
常
生
活
自
立
支
緩
事

業
」
に
つ
い
て
も
よ
り
一
時
間
の

P
R
に
努

め
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
地
域
で
の
生

活
支
援
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

開
設
し
て

5
年
目
を
迎
え
る
「
松
前
地

域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
っ
こ
」
は
障

が
い
者
や
高
齢
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流

と
い
う
本
来
の
目
的
を
再
度
認
識
し
、
障

が
い
者
の
居
場
所
守
つ
く
り
と
し
て
の
共
生

型
事
業
の
推
進
と
併
せ
て
「
交
流
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
そ
の
事
業
展
開
を
よ
り
一
層
す

す
め
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
司
た
す
け
あ
い
・
支

え
合
い
』
の
活
動
や
意
識
を
育
み
、
住
民

に
よ
る
活
動
支
援
を
積
極
的
に
応
援
し
、

全
て
の
町
民
か
ら
支
持
、
期
待
さ
れ
る
社

協
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
松
前
町
と
の
連
携

の
も
と
、
次
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

や
運
営
部
門

①
正
副
会
長
会
議
の
開
催

②
理
事
会
の
開
催

③
評
議
員
会
の
照
催

④
監
事
会
(
監
事
院
査
)

A
V

事
業
部
門

1
.
福
祉
啓
発
事
業
の
取
り
組
み

*
「
社
協
一
通
信
」
の
発
行
及
び
チ
ラ
シ

等
発
行

2
.

地
域
組
織
育
成
事
業
取
り
組
み

*
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
取
り

組
み

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
会
参
加

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
助
成
事
業

の
取
り
組
み

*
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

指
定
校
活
動
助
成

*
行
事
用
テ
ン
ト
・
事
い
す
の
無
料
貸

し
出
し

3
.
福
祉
団
体
育
成
事
業
の
取
り
級
み

*
福
祉
団
体
活
動
育
成
支
援
及
び
各
事

務
局
取
扱
い

松
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

松
前
町
心
身
障
害
者
福
祉
協
会

松
前
町
並
〈
伺
募
金
委
員
会

*
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
開
催
(
心
身
障

害
者
福
祉
協
会
に
よ
る
室
内
運
動
会
)

4
.
共
同
募
金
活
動
事
業
の
取
り
紘
み

*
共
同
募
金
委
員
会
へ
助
成
金
交
付

*
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
お
よ
び
歳

末
た
す
け
あ
い
逮
動
の
瞥
発
推
進

5
.
老
人
福
祉
事
業
の
取
り
組
み

*
ひ
と
り
の
不
幸
も
見
の
が
さ
な
い
活

動
助
成

*
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業

6

研
修
事
業
の
取
り
組
み

*
渡
島
管
内
社
協
役
職
員
研
修
会

7
.
生
活
情
団
祉
資
金
の
取
り
組
み

*
生
活
衛
祉
資
金
貸
付
事
務
等
取
扱

*
生
活
橋
祉
資
金
取
扱
い
実
質
弁
償
資

交
付
(
町
民
生
委
員
協
議
会
)

*
特
別
生
活
資
金
(
冬
期
生
活
資
金
・

考
人
療
養
資
金
)
貸
付
事
務

8
.
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
取
り
組
み

*
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
(
定
例
・

随
時
)
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9
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
取

り
組
み

*
資
材
等
の
受
け
入
れ
、
払
い
出
し

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
惟
進
・
地
域
活

動
の
推
進

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
料
の
一
部

助
成
実
施
(
再
掲
)

日
.
法
外
援
護
事
業
の
取
り
組
み

土
応
急
生
活
資
金
貸
付
事
業
実
施

日
.
介
護
保
険
事
業
の
陥
取
り
組
み

3 

平成27年度資金収支予算書

*
訪
問
介
護
事
業
及
、
ひ
介
護
予
防
訪
問

介
護
事
業
の
実
施

*
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

u.
居
宅
介
護
事
業
の
取
り
組
み

*
障
害
者
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

*
相
談
助
言

け
M
.

福
社
有
償
還
送
事
業
の
取
り
級
み

*
・
要
介
護
認
定
者
等
の
通
続
及
、
び
賢
い

物
等
や
移
動
支
援
一
事
業
決
定
者
に
サ
ー

ビ
ス
提
供

は
.
松
前
町
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
l
の
業
務
受
託

*
慕
礎
的
活
動
(
創
作
活
動
・
生
産
活

動
・
地
域
活
動
等
)
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
。

日
.
共
生
型
事
業
(
松
前
地
域
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
)
の
取
り
組
み

日
山
.
日
常
生
活
自
立
支
援
支
援
事
業
の
取

り
級
み

*
道
社
協
と
の
業
務
受
託
契
約
を
平
成

幻
年
4
月
1
日
付
で
契
約
更
新

*
一
事
業
実
施
に
伴
う
体
制
緩
備
(
生
活

支
援
専
門
員
・
生
活
支
援
員
の
配
置
)

*
生
活
支
援
専
門
員
及
び
生
活
支
援
員

の
研
修
参
加

*
相
談
窓
口
の
開
設

げ
災
害
救
援
協
定
締
結
に
伴
う
取
り
組
み

*
備
口
山
等
整
備
検
討

同
凶
.
在
宅
福
祉
活
動
車
両
の
管
迎

*
保
有
車
両
の
適
正
管
理

会費収入 700 

寄付金収入 500 

収
経常経費補助金収入 6，863 

受託金収入 4，411 

事 貸付事業収入 1，817 

業 事業収入 220 

活 介護保険事業収入 39，518 

動
入 障害福祉サービス等事業収入 1，138 

受取利息配当金収入 2 

よ 事業活動収入計(1) 55，169 

る 人件費支出 45，796 

収
支
事業費支出 7，711 

支 事務費支出 2，015 

貸付事業支出 1，837 

出
共同募金配分会事業費

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)= (1)ー(2) ム 3，550 I 
収 閲定資産売却収入 。
入 施設整備等収入計(ヰ) 。
支 固定資産取得支出 1，600 

収支る
出 施設整備等支出計(5) 1，600 

施設整備等資金収支差額(6)= (4)ー(5) ム 1，600 

収
拠点区分間繰入金収入 2，438 

そ
の サービス区分間繰入金収入 1，450 
他 入
の その他の活動収入計(7) 3，888 

動活

支
拠点rz;分間繰入金支出 2，438 

!こ
よ サ ピス区分間繰入金支出 1，612 

収支る
出
その他の活動支出計(8) 4，050 

その他の活動資金収支差額(9)= (7)ー(8) ム 162 

当期資金収支差額合計仰=仙附ω (10) |ム 5，312 
前期末支払資金残高(12) 8，469 

当期末支払資金残高(11)+ (12) 3，157 

(単位:千円)



4 

障
が
い
者
ら
の
居
場
所
づ
く
り
や

基
礎
的
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
性
を

身
に
付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継

続
し
、
地
域
に
お
け
る
障
が
い
者
ら

の
自
立
支
援
を
図
り
ま
す
。

第2号

女
体
験
や
見
学
が
で
き
る
こ
と
を
通

じ
て
、
通
所
者
の
確
保
に
努
め
、
適

所
す
る
障
が
い
者
ら
の
た
め
の
運
営

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
関
係
者
の
連

携
の
墓
に
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

女
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
・
活

用
が
図
れ
る
よ
う
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
と
と
も
に
連
携
し
、
障
が
い

者
等
に
対
す
る
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

女
生
産
・
創
作
活
動
に
よ
る
製
品
づ

く
り
を
通
じ
て
、
憶
が
い
者
ら
の
就

労
意
欲
を
高
め
、
収
義
金
を
障
が
い

者
ら
の
工
賃
と
し
て
支
給
し
、
生
活

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
所
す
る
障
が
い
者
の
利
便
性
及

び
利
用
者
増
を
図
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
程
度
に
応
じ
て
自
宅
送
迎
を

行
い
ま
す
。

社協通信

通
所
す
る
障
が
い
者
の
取
り
組
む

基
礎
的
活
動
と
と
も
に
、
共
生
事
業

と
連
携
の
う
え
、
地
域
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
地
域
住
民
等
の
交
流
の
場

と
し
て
の
各
種
行
事
講
座
等
音
開
催

し
、
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
!

と
連
携
し
て
共
生
型
事
業
の
推
進
を

図
る
。
ま
た
、
ゆ
い
っ
こ
通
信
を
通

じ
て
活
動
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

女
ゆ
い
っ
こ
通
信
を
発
行
し
て
、
講

座
・
行
事
紹
介
を
行
い
、
共
生
型
事

業
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
参
加
者
ら

の
グ
ル
ー
プ
化
を
促
進
し
交
流
が
で

き
る
よ
う
な
支
援
体
制
を
築
き
ま
す
。

ま まりナ

すごすに i 本度年
。釆場 取の
り設

を 組箇は
お むと

、

待 こクコ
ち とツ i
し とキヒ
て しつI I 
お てコ
り いく

J 



*
リ
ー
ス
作
り

*
廃
池
石
け
ん
作
り

*
ヱ
コ
ク
ラ
フ
ト
作
り

第2号

通
所
す
る
障
が
い
者
ら
で
、

ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
た
生
花
で
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
作
り
、
秋
ご

ろ
か
ら
創
作
し
ま
す
。

ほ
か
に
、
廃
油
石
け
ん
作
り

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
油
石
け
ん
は
、
泥
汚
れ
が

と
て
も
落
ち
る
石
鹸
で
す
の
で

畑
作
業
等
で
汚
れ
た
持
に
一
度

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

社協通信5 

*
生
花
づ
く
り

*
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ

字
上
川
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

設
置
し
て
お
り
、
そ
こ
で
お
花

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

松
前
町
で
行
っ
て
い
る
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
マ
リ
!
ゴ
ー
ル
ド

は
主
役
で
す
。
昨
年
は
8
0
0

株
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
年
も
順
調
に
生
育
中
で
す
。

@ 

*
手
話
会

手
話
会
参
加
者
集
合
写
真

参
加
者
の
一
人
は
訟
前
町
外

参
加
者
で
す
。

穂
覚
障
が
い
者
自
身
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す。
障
が
い
者
、
健
常
者
、
適
所

す
る
仲
間
た
ち
で
手
話
の
基
礎

を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
住
民
と
の
交
流
で

す。

*
折
り
紙
教
室

日
本
の
伝
統
文
化
。

折
り
紙
。
季
節
と
と
も
に
変

化
を
つ
け
、

3
月
ひ
な
祭
り
、

5
月
の
端
午
の
節
句
、
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
た
、
折
り
紙
作

れ
リ
。

と
き
に
は
、
折
り
紙
で
物
語

風
な
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

変
に
訪
れ
る
外
国
人
留
学
生

と
も
交
流
で
き
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。留
学
生
は
と
て
も
感
激
し
て

い
ま
す
。



社協還{言 第2号

区 分
要支援 要支援

小言十
婆介護 要介護 要介護 警介護 要介5護 I小計 合計

2 2 3 4 

施設 。 。 。 2 12 23 42 43 122 122 

平成27年 4月末 住宅 75 108 183 128 139 67 54 35 423 606 

合計 75 108 183 130 151 90 96 78 545 728 

6 

区 分
H26 H27 
8Fl現在 9月現在 101寺環夜 11月現在 12月現在 1月現在 2Fl現在 3月現在 4Fl現在 5Fl現在

高 齢 化 率 41.93 42.12 42.33 42.56 42.77 42.89 42.97 43.06 43.44 43.45 

65歳以上の高齢者数 3.497 3，510 3，516 3，525 3，541 3，539 3，537 3，540 3，548 3，536 

人 8，334 8，307 8，283 8，279 8，251 8，232 8，221 8，167 8，138 

統
計
資
料
か
ら
盟
問

見
え
る
総
苗
町
の
姿

松
前
町
の
現
状
に
つ
い
て
、

少
し
学
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
の
統
計
資
料
は
、
松
前
町

の
要
介
護
認
定
者
、
要
支
援
認

定
者
の
人
数
を
示
し
、
合
わ
せ

て
松
前
町
の
人
口
、
高
齢
化
率

を
表
し
た
も
の
で
す
。

人
口
に
占
め
る
要
介
護
認
定

者
数
は
一
定
数
で
維
持
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
人
口
減
少

に
よ
り
高
齢
化
が
高
ま
る
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
者
の
う
ち
、
在
宅
で
生

活
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
ロ

こ
の
状
況
は
、
松
前
町
の
み

な
ら
ず
、
全
国
的
に
同
じ
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
地
方
ほ
ど

顕
著
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
高
齢
化
率

が
1
年
単
位
で
1
%
以
上
、
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き

ま
す
。川
山
年
先
、
初
年
先
の
松
前
町

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

平
成
お
年
度
訪
問
介
護
利
用
実
績

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
で
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
利
用
状
況
の

統
計
デ

i
夕
、
町
内
に
各
種
施
設
が
で
き
る
と
利
用
者
、
か
入
居
す
る
と
利
用
回
数
も
減
る

傾
向
と
な
り
ま
す
。

26年度

25年度

要介護 要介護 要介護 要介主窪 要介護
小計

要支援 護支援
小計 合計

5 4 3 2 2 

4 月
48 71 81 195 168 563 88 38 126 689 
日 47 106 224 216 602 92 45 137 739 

5 月
18 56 77 187 181 519 88 40 128 647 

20 50 91 228 218 607 76 33 109 716 

6 月
32 98 87 189 235 641 81 42 123 764 

63 34 100 206 210 613 85 56 141 754 

7 月
24 112 100 219 216 671 96 60 

I ~ ~~ 827 
64 28 86 207 235 620 84 61 145 765 

8 月
33 165 71 255 149 673 84 36 120 793 

31 9 59 197 230 526 94 45 139 665 

9 月
91 69 50 263 167 640 115 47 162 802 

135 9 56 215 223 638 115 54 169 807 

10 月
92 57 41 310 112 612 116 54 170 782 

120 日 60 229 227 645 112 55 167 812 

11 月
85 124 26 307 110 652 93 53 146 798 

71 7 78 224 176 556 119 44 163 719 

12 月
73 104 30 324 138 日69 99 47 146 815 

60 19 64 283 185 611 123 30 153 764 

月
29 77 32 220 122 480 64 46 110 590 

29 43 51 245 137 505 96 27 123 628 

2 月
30 79 25 

22414 4 
110 458 84 49 

11313 5 I ~~~ 
33 36 62 154 529 91 24 644 

3 Fl 
34 31 16 262 115 458 94 72 166 624 

81 22 59 204 166 532 71 37 108 日40

合計
589 1，043 636 2，945 1，823 7，036 1，102 584 1，686 8，722 

716 313 872 2，706 2，377 6，984 1，158 511 1，669 8，653 

上段

下段単位回利用包数



-E畿
一
知
事
品
問

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
あ
な

た
の
暮
ら
し
の

H

あ
ん
し
ん
d

を
お
手

伝
い
す
る
事
業
で
す
。
松
前
町
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
ご
相
談
、
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

第2号

幽
国
側
側
同
W

A
V
対

象

者

自
分
ひ
と
り
で
契
約
な
ど
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
不
安
な
方
や
お
金
の
管
理
に

凶
っ
て
い
る
方
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

φ
対
象
の
範
屈

認
知
症
古
恩
師
者
、
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
で
夜
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。
な
お
、
隙
謀
者
手
帳
や
医

師
に
よ
る
診
断
の
有
無
は
必
姿
あ
り
ま

せ
ん
。

A
V
支
援
内
容

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
預
金
通
帳
等
の
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

O
栢
談
・
援
助

・
様
々
な
福
祉
サ

i
ビ
ス
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
・
相
談

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
申
し
込

み

社協通信7 

-
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解

決
制
度
の
利
用
援
助

O
日
常
的
な
金
銭
管
理

・
医
療
費
の
支
払
い

・
税
金
や
社
会
保
険
料
、
公
共
料
金

の
支
払
い

・
生
活
費
や
日
用
品
の
代
金
支
払
い

.
家
賃
や
地
代
の
支
払
い

-
年
金
な
ど
の
受
領

O
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助

-
福
被
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を
支
払

う
手
続
き

・
預
貯
金
の
出
し
入
れ

O
預
貯
金
通
帳
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

・
預
貯
金
の
通
帳
(
カ
!
ド
含
む
)

.
実
印
や
銀
行
印

・
保
険
証
謀
、
不
動
産
権
利
証
な
ど

.
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
書
類

日
常
的
に
掲
載
し
た
内
容
に
合
致
す

る
場
合
は
、
利
用
に
結
び
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
自
立
専
門
員
が
訪
問
し
、
棺
談
対

応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。百

A
.
2
i
2
2
7
0
 

おしまHOτ(1まっと}か窓いセンターは
あなたのζと者 HOT (ほっと)かない

そうして、私のことを・ HOT(ほっと)かないで

そんな、あなたのための、 HOT(ほっと)できる場、 HOT(暖かい・ぬくもりのある)

できる関わりを目指したセンターです。

建静

一襲撃1::騨話題怒醐陣母

附
幽
~
僻

関の醐
申
窓

咋
-uj 
ιv 
たfu
 
欄
酔
に
ら
と
か
E
わ

盤活費電に翻ってい愚

...静



第2号社協通信 8 

心
配
Z
包
梧
談
所
開
設

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月

第
3
水
曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
、
平
日
も
相
談
を
お

受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
秘
密
厳
守
。
内
容
に
よ
っ

て
は
、
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
気
持

ち
が
落
ち
着
か
な
い
も
の
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
持
ち
う
る
情
報
提

供
と
担
当
職
員
別
に
対
応
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
、
ご
相
談
く
だ
さ

松前町社会福祉協議会

地域福祉交涜~コター

ゆいっこ

電話 42-2270

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
事
い
す
の
無

料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
い
す
を
利
用
す
る
方
が
ご
自
身
で
操

作
す
る
自
走
式
車
い
す
と
介
助
者
が
操
作

す
る
介
助
式
車
い
す
が
あ
り
ま
す
。

利
用
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ

'
u
v
 

貸
出
期
間
は
、
最
長
1
か
月
で
す
。
延

長
も
可
能
で
す
。

利
用
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
確
認
い
た
し
ま
す
の
で
、
当

職
員
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

寄
付
芳
ご
紹
介

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
寄

付
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
(
受
付
順
)

札

幌

市

海

老

子

正

様

字

大

沢

野

戸

一

様

字

清

部

佐

藤

賞

様

函

館

市

佐

藤

富

士

雄

様

字

大

磯

工

藤

美

智

子

様

字

札

前

演

村

明

美

綴

松

前

町

キ

ル

ト

サ

ー

ク

ル

松

前

字
福
山
松
前
婦
人
の
会

会

長

西

村

ト

セ

様

字

大

磯

土

谷

房

子

様

字

江

良

船

尾

弘

子

様

字
原
口
原
口
東
寺
流
御
詠
歌
の
会

代

表

清

水

智

子

様

{

子

大

津

福

井

雅

隆

様

字

館

浜

阪

本

涼

子

様

字

江

良

高

橋

ヨ

シ

エ

様

字

月

島

田

中

清

子

様

字

曲

一

一

且

岡

阿

部

英

樹

様

字

松

城

佐

藤

一

昭

様

他

痘

名

希

望

者

様
栄}除

寄
付
金
計

4
7
2
、
7
0
0
円

一
編
集
一
緩
記

社
協
通
信
第
2
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
幻
年
度
事
業

計
画
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

完
全
実
施
に
向
け
て
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
事
業
挽
進
に
取
り
組
み
ま

す。
松
前
町
の
高
齢
化
の
状
況
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
含
ん
で
い
る
た
め

不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
で
は
、
地
方
都
生
を
テ

l
マ
と

す
る
取
り
級
み
も
進
め
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

松
前
町
、
関
係
機
関
、
住
民
の
英

知
を
結
集
し
て
、
松
前
町
が
こ
れ
か

ら
も
住
ん
で
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る

附
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
で
す
。

海
、
山
の
環
境
、
温
緩
な
環
境
を

い
か
す
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
来
年
に
は
北
海
道
新
幹
線

が
営
業
開
始
し
ま
す
。
北
海
道
に
来

る
ま
で
に
相
当
な
年
月
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
新
幹
線
で
す

か
ら
、
一
度
は
乗
っ
て
み
な
け
れ
ば
。

い
で
す
。


